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*1　タービン補助給水ポンプへ
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美浜３号機　概略系統図

タービン動補助給水ポンプ停
止後の確認でタービン動補助
給水ライン流量制御弁３台の
内、２台が開動作せず
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海水

海水

放水口

冷却材ポンプ
原子炉容器

発電機
低圧タービン

復水器

低圧給水ヒータ

第６高圧給水ヒータ

高圧タービン

グランドコンデンサ
第１

水

蒸気
蒸気

水

水

水

主給水ポンプ

脱気器

復水処理装置

復水ポンプ

循環水ポンプ

概略系統図

第４

第２

第３

A-復水配管
破口部

復水配管
破口してめくれている箇所（配管上（天井側）で破口している）

上

下

第４低圧給水ヒータ

脱気器

タービン建屋２Ｆ面（天井側）の写真（８月９日１７：３０頃撮影）

[復水配管]
　外　　　径：約560mm
　厚　　　 さ：約10mm
　最高内圧：約1.27 MPa
　最高温度：約195 ℃
　材　　　質：SB42（炭素鋼）
　流　　　量：約1,700 t/h
　流　　　速：約2.2m/s

脱気器へ

脱気器へ

作業エリア

約１０３ｍ

約４０ｍ

美浜３号機　復水配管破口部の状況

破口箇所
２Ｆ天井側

ＳＧ

タービン建屋２Ｆ（ＥＬ１０．０m）機器配置図

第４低圧給水
ヒータより



美浜３号機　復水配管破口部の状況
添付資料２－２

（２／２）

方向Ｂ

方向（拡大）Ａ

方向Ａ

Ｂ

約380

約500

約570

(Ｈ１６.８.９ １７：３０頃)撮影

(Ｈ１６.８.９ １７：３０頃)撮影

(Ｈ１６.８.９ １７：３０頃)撮影

Ａ 90°

上流側（第４低圧給水加熱器側より見る）

0°

45°

135°

180°

225°

270°

315°

破口範囲

（第２回事故調査委員会資料から引用）



美浜３号機　復水配管スケルトン図（第４低圧給水ヒータ～脱気器）

Ａ

Ｂ

オリフィス

Ｄ：約560

約1,120
溶接線

２Ｄの距離

添
付
資
料
２
－
３

約550

約600

約270

サポート

流量計取出配管

溶接線までの距離
約2,600

ドレン配管
(取出しは配管真下から）

上方から見た概略図

流
れ
方
向

拡大

約5300約5800

約9300

約2600

単位：mm

溶接線

破口部

※　 ：配管サポート
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① ② ③ ④ ⑤

２次系配管破損事故時におけるプラント主要パラメータの推移
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Aループ蒸気流量(目盛⑤)

A-ＳＧ圧力（目盛④)

Aループ冷却材圧力（目盛③)

出力領域中性子束ＣＨ１（目盛②)

A-ＳＧ広域水位（目盛②)
加圧器水位（目盛②)

A-ＳＧ狭域水位（目盛②）

Aループ高温側冷却材温度（目盛①)

Aループ給水流量(目盛⑤)

このグラフは、運転状態管理システムのデータにより作成
（運転状態管理システムとは、プラントコンピュータのデータを取出す装置）

時刻

パラメータについては、Ａ・Ｂ・Ｃループ共ほぼ同様の挙動
を示しているため、Ａループ（Ａ－ＳＧ）のみを記載
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２次系配管破損事故時におけるプラント復水関連パラメータの推移
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このグラフは、運転状態管理システムのデータにより作成
（運転状態管理システムとは、プラントコンピュータのデータを取出す装置）

時刻
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復水流量

復水流量（Ａ）

復水流量（Ｂ）

復水流量＝復水流量（Ａ）＋復水流量（Ｂ）

測定範囲　復水流量（Ａ）：０～２，０００ｔ／ｈ
　　　　　　　復水流量（Ｂ）：０～２，０００ｔ／ｈ

復水温度低下に伴う流量低下

脱気器水位制御弁の閉止により、健全側（Ｂ側）の第４低
圧給水ヒータ出口から脱気器までの温度の高い復水と
同弁から脱気器側の復水（比較的温度の低い復水）が残
圧により破口より流出したが、時間とともに低下しゼロに
なったと推定される。

１５：２３からＡ系の
復水流量が増加
し、Ｂ系の復水流
量が低下した

復水管の破口により健全側（Ｂ側）の流れ
がほぼ停止し、破口側（Ａ側）のみが流れ
ている。（以降は赤線と青線と同じ動き）
2,000ｔ/ｈ以上は測定範囲外となり、それ以
上は表示しない。
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主給水ポンプ全台停止による

Ｃ主給水ポンプ自動起動による復帰
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プラントパラメータ安定による復帰
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添付資料２－６（１／６）

主給水ポンプ出口ヘッダ付近（２－２－１２）　　

Ａ主給水ポンプ（２－１－３２）　　

Ｂ主給水ポンプ（２－１－３３）　　

Ｃ主給水ポンプ上部（２－１－３４）　　　　　



添付資料２－６（２／６）



「伝送異常発生」は火災の可能性を示すものではないので（入出力信号の異常により発生するもの）発報したこととはしない。

「プレ発報」は火災の可能性を示すものであることから発報したこととする。

タービン建屋２Ｆ（ＥＬ１０．０ｍ）

添付資料２－６（３／６）



「伝送異常発生」は火災の可能性を示すものではないので（入出力信号の異常により発生するもの）発報したこととはしない。

「プレ発報」は火災の可能性を示すものであることから発報したこととする。

タービン建屋３Ｆ（ＥＬ１７．０ｍ）

添付資料２－６（４／６）



「伝送異常発生」は火災の可能性を示すものではないので（入出力信号の異常により発生するもの）発報したこととはしない。

「プレ発報」は火災の可能性を示すものであることから発報したこととする。

タービン建屋４Ｆ（ＥＬ２４．０ｍ）

添付資料２－６（５／６）



「伝送異常発生」は火災の可能性を示すものではないので（入出力信号の異常により発生するもの）発報したこととはしない。

「プレ発報」は火災の可能性を示すものであることから発報したこととする。

タービン建屋１Ｆ（ＥＬ４．０ｍ）

添付資料２－６（６／６）



添付資料２－７

美浜 3号機 主給水ポンプ自動停止について

　主給水ポンプの停止要因には、次の８要素がある。運転中であった２台（Ａ・

Ｂ）のポンプがほぼ同時期に自動停止していることから主給水ポンプ軸受油圧低

下、過電流リレー動作、低電圧リレー動作とは考えられない。また、安全注入信

号の発信はなく、ＳＧ水位も高い状態ではなく警報は発信していなかった。「主給

水ブースタポンプ前後差圧低下」は脱気器水位が大幅に低下すると水源としてい

る主給水ブースタポンプ（主給水ポンプと脱気器の間）の入口圧力の低下により

発信することから、「主給水ブースタポンプ前後差圧低下」要因により主給水ポン

プが自動停止したものと推定される。

　　　＜給水ポンプ自動停止要因＞

　　　主給水ブースタポンプ前後差圧低下

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　主給水ブースタポンプ停止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ０．５秒

　　　低 電 圧 リ レ ー 動 作           

　　　A1,A2(B1,B2,C1,C2)モータトリップ

　　　安 全 注 入 信 号 動 作           

　　　ＳＧ3台　水位高－高

　　　過 電 流 リ レ ー 動 作           

　　　軸 受 油 圧 低 下           

主
給
水
ポ
ン
プ
自
動
停
止



美浜３号機　第４低圧給水ヒータから脱気器への配管損傷に係る周辺状況写真

湿分分離ドレンタンク

湿分分離加熱器

ドレンタンク

A
脱
気
器

B
脱
気
器

C D

3A

A

第４低圧給水

加熱器より

脱気器へ

②

破口部

作業エリア

脱気器へ

⑤

④
③

①

⑧

⑦ ⑥

添付資料－９
添付資料２－８

第４低圧給水
ヒータより



野外モニタ（電離箱） 野外モニタ（NaI）

2次系復水には放射性物質は含まれていないため、野外モニタの指示値は変化なし

注：記録計時間は赤ペンを基準で調整する。

8/9 15:28 原子炉自動停止
8/9 15:22火災報知器動作警報 原子炉自動停止

時

間

8/9 15:28 原子炉自動停止
8/9 15:22火災報知器動作警報

橙：ＮＯ．１モニタポスト　　　赤：ＮＯ．４モニタポスト

緑：ＮＯ．２モニタポスト　　　黒：ＮＯ．５モニタポスト

紫：ＮＯ．３モニタポスト　　　青：モニタステーション

　　　　　　　　　　（電　離　箱）

橙：ＮＯ．１モニタポスト　　赤：ＮＯ．４モニタポスト

緑：ＮＯ．２モニタポスト　　黒：ＮＯ．５モニタポスト

紫：ＮＯ．３モニタポスト　　青：モニタステーション

　　　　　　　　　　（ＮａＩ）

添
付
２
－
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美浜３号機　２次系水中に含まれるトリチウムについて

１． 結　果

　　破口部から流出した水に含まれていたトリチウム濃度は検出限界値未満であり、

有意な量のトリチウムはなかった。（検出限界値：0.1Bq/cm3）

２． ２次系復水中のトリチウム濃度＊

(1)定期測定結果
　今回の運転サイクル中において測定した２次系復水中のトリチウムの濃度は、

全て検出限界値未満であった（別紙：表－１）。

(2) 臨時測定結果
　事故後（８月１３日）に復水ポンプ出口で２次系復水をサンプリングし測定し

た結果、トリチウム濃度は検出限界値未満であった（別紙：表－２）。

＊ ：ＰＷＲの１次冷却水中では、原子炉の制御のために１次冷却水中に添加されて

いるホウ素等からトリチウムが生成される。このトリチウムは、ＳＧの伝熱管を

拡散・透過して、２次系に移行するため、２次系水中にトリチウムが極微量存在

する。

添付資料２－１０

（１／２）



（表－１）今運転サイクル中の測定結果

試料採取日 測定結果 試料採取日 測定結果

Ｈ１５．　６．２３ ＮＤ Ｈ１６．１．１４ ＮＤ

Ｈ１５．　７．１４ ＮＤ Ｈ１６．２．２０ ＮＤ

Ｈ１５．　８．１２ ＮＤ Ｈ１６．３．１８ ＮＤ

Ｈ１５．　９．１０ ＮＤ Ｈ１６．４．１３ ＮＤ

Ｈ１５．１０．１６ ＮＤ Ｈ１６．５．１１ ＮＤ

Ｈ１５．１１．２０ ＮＤ Ｈ１６．６．１５ ＮＤ

Ｈ１５．１２．１２ ＮＤ Ｈ１６．７．１３ ＮＤ

（表－２）臨時測定結果

試料採取日 測定結果

Ｈ１６．８．１３ ＮＤ

　　ＮＤ：検出限界値未満

　　検出限界値：0.1Bq/cm3

別　紙

添付資料２－１０

（２／２）



添付資料２－１１

第４低圧給水
ヒータより

脱気器へ

破口部
2階天井側

作業エリア

約１０３ｍ

約４０ｍ

被災者の発見場所
：発見場所

　美浜３号機　タービン建屋　２階面

　美浜３号機　タービン建屋　１階面

（１名）

（２名）

（４名）

お手洗

洗面所

１５：５０発見

１５：３５　５名がいること
を発見。その後１名は
洗面所に自力で移動。

（４名）

１５：２７ 最初に１名を
発見、その後１名が避
難してきた。

脱気器へ



添付資料２ー１２

１／５
日　　時 被災者救出の経緯

平成16年8月9日

１５：２２ 「火災報知器動作」警報発信

１５：２２ 「タービン建屋火災発生」の 当直主任 「タービン建屋火災発生」の
一斉ページング放送を実施 一斉ページング放送を実施

１５：２７ 発電室運転員がタービン建屋 補機員 タービン建屋２階のエレベー
２階のエレベータ前で被災者１ タ前で被災者を発見し制御
名を発見 員に連絡

制御員 被災者発見の情報を当直課
長に報告

当直課長 被災者発見の情報を発電室
長に報告

１５：２８ 発電室長から所次長および 発電室長 被災者発見の情報を所次長 所次長が確認 ※これ以降事故対策本部を設置
所長室長に被災者の報告 および所長室長に報告

所長室長 ページングによる避難放送と
救急車の要請を指示

１５：３０ １１９救急通報（第一報） 人活係長 １１９に救急通報し、救急車 ※敦賀美方消防本部通信指令室に
　 ～３５ ・係員 の出動を数台要請 対して、タービン建屋における災害で

（初めに２台の出動が決定） あり被災者には被ばく（汚染を含む）
が無い旨２回説明を実施した

１５：３０ タービン建屋からの避難指示 庶務係長 タービン建屋からの避難放
　 ～４５ ページングを断続的に放送 ・係員 送を実施

所長室長 被災者救出のため、健康管
発電室長の指示により、救出 理室看護師２名を含む所長 各所属長の指示により、各
要員が事務所から現地に急 室員に対し、現地への出動 課救出要員が事務所から
行 を指示 現地に急行

１５：３０ 各課から救出要員が現地へ 発電室員 初めに９名が現地へ急行 所長室 初めに５名が事務所から現 機械保修課員 初めに６名が現場へ急行 ※これ以降、毛布、タオルケット、氷、
頃 急行 （途中で中央制御室応援要員 地に急行 保全計画課員 初めに７名が現場へ急行 ホースなど、現地からの要請に基づく

と救出要員の二手に分かれ、 ※患者輸送車、看護師２名 電気保修課員 初めに４名が現場へ急行 必要物資を搬送し、順次救出要員
４名が救出にあたった） 含む が急行

１５：３５ 現地救出要員が被災者の救出 所長室長 ページングによる避難放送、 事故対策本部 ※現地にいた当社社員および協力会
を開始 救急車の出動要請、 社社員も救出にあたる

現地への救出要員の出動
について、事故対策本部に
報告

１５：３５ 保全計画係長他がタービン建 発電室員 発見後、発電室員他が救護 （注）救出要員を「他」と記載している
屋１階お手洗に被災者５名が １名 のは、具体的には不明であるが、協
いることを発見 力会社員を含むため

発電所事故対策本部の対応状況 その他発電室の対応状況 所長室の対応状況 発電所各課（室）の対応状況

２次系配管破損事故における被災者救出に係る人の動き



添付資料２ー１２

２／５
日　　時 被災者救出の経緯

１５：３５ 保全計画係長他がタービン建 発電室員 階段に最も近い１名を３号 人活係長 現地にいる人活係員からの 保全計画係長 階段に最も近い１名を３号 ★被災者救助　１人目
屋２階のエレベータ前で２名を ３名 機休憩室にタンカにて救出 救出状況報告を所長室長に 機械保修課員 機休憩室にタンカにて救出 （タービン建屋２階階段踊り場
発見、階段に最も近い１名を 順次報告 １名 　　　　　　　２人中１人目）
３号機休憩室にタンカにて救出 他 ※救出にあたっては、建屋内の温度

視界などの状況を踏まえ救助を行う
所長室長 事故対策本部に順次報告 事故対策本部

※これ以降、現地からの救出状況は
現地人活係員→人活係長→所長室長

所長室長 了解 被災者の救出に全力をあ を経由し、事故対策本部へ順次報告
げるよう指示

１５：４０ 電気保修課員他がタービン建 発電室員 エレベータ前の２人目を３号 電気保修課員 階段踊り場の２人目を３号 ★被災者救助　２人目
屋２階エレベータ前の２人目を ２名 機休憩室にタンカにて救出 ２名 機休憩室にタンカにて救出 （タービン建屋２階階段踊り場
３号機休憩室にタンカにて救出 他 し、その後は休憩室にて被 　　　　　　　２人中２人目）

災者救護にあたる

１５：４３ １１９救急通報（第二報） 人活係長 現地にいる人活係員からの
・係員 救出状況報告を受け、救急

車の追加を要請、所長室長
へ報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１５：４５ タービン建屋１階お手洗の１人 ★被災者救助　３人目
目は、タービン建屋外の洗面所 （タービン建屋１階お手洗
に自力で行き、３号機休憩室に 　　　　　　　５人中１人目）
移動した

１５：４５ タービン建屋１階お手洗の２人 ★被災者救助　４人目
目は自力で動くことができ、３号 （タービン建屋１階お手洗
機休憩室に移動した 　　　　　　　５人中２人目）

１５：４５ 機械保修課員他がタービン建 発電室員 タービン建屋１階お手洗の３ 機械保修課員 タービン建屋１階お手洗の３ ★被災者救助　５人目
屋１階お手洗の３人目を３号機 ２名 人目を３号機休憩室にタンカ ２名 人目を３号機休憩室にタンカ （タービン建屋１階お手洗
休憩室にタンカにて救出 にて救出 他 にて救出 　　　　　　　５人中３人目）

その後は休憩室にて被災者
１５：４７ １１９救急通報（第三報） 人活係長 消防本部より確認のあった 救護にあたる ※これ以降、１１９救急通報による

・係員 被災原因について、現地に 　到着時間の確認等を随時行う
いる人活係員からの報告を
受け、蒸気の可能性が高い
と報告

１５：５０ 協力会社社員から２階にまだ 機械保修課係長 タービン建屋２階当該破損 ★被災者救助　６人目
人がいるとの情報を聞き、機械 機械保修課員 配管付近で被災者１人目を （タービン建屋２階当該破損配管付近
保修課係長他がタービン建屋 １名 ３号機休憩室にタンカにて 　　　　　　　４人中１人目）
２階当該破損配管付近で被災 保全計画課員 救出
者１人目を３号機休憩室にタン ２名
カにて救出 他

１５：５８ 消防車（救急隊員）到着

１６：００ 対策本部からタービン建屋内 所長室長 技術系社員４名（２人１組） タービン建屋内の捜索を （注）現地捜索要員の耐熱服も持参
頃 の捜索要員を急行させる に消防署救急隊と協力し、 指示

（耐熱服着用） タービン建屋の被災者捜索
のため、耐熱服を持って現
地へ急行するよう指示
現地到着後は消防署救急隊
と合流

発電所事故対策本部の対応状況 その他発電室の対応状況 所長室の対応状況 発電所各課（室）の対応状況

２次系配管破損事故における被災者救出に係る人の動き



添付資料２ー１２

３／５
日　　時 被災者救出の経緯

１６：００ 保全計画係長他がタービン建 保全計画係長 タービン建屋２階当該破損 ★被災者救助　７人目
屋２階当該破損配管付近で被 保全計画課員配管付近で被災者２人目を （タービン建屋２階当該破損配管付近
災者２人目を３号機休憩室に １名 ３号機休憩室にタンカにて 　　　　　　　４人中２人目）
タンカにて救出 機械保修課員救出

２名
他

１６：００ 救急車１台目出発（１名搬送） 人活係長 現地にいる人活係員からの
報告により、救急車１台目
の出発を所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１６：０５ タービン係長他がタービン建 タービン係長 タービン建屋２階当該破損 ★被災者救助　８人目
屋２階当該破損配管付近で 他 配管付近で被災者３人目を （タービン建屋２階当該破損配管付近
被災者３人目を３号機休憩室 ３号機休憩室にタンカにて 　　　　　　　４人中３人目）
にタンカにて救出 救出

（２階エレベーター前で引継）

１６：１０ タービン係長他がタービン建 発電室員 タービン建屋２階当該破損 タービン係長 タービン建屋２階当該破損 ★被災者救助　９人目
屋２階当該破損配管付近で ３名 配管付近で被災者４人目を 機械保修課員配管付近で被災者４人目を （タービン建屋２階当該破損配管付近
被災者４人目を３号機休憩室 ３号機休憩室にタンカにて １名 ３号機休憩室にタンカにて 　　　　　　　４人中４人目）
にタンカにて救出 救出 保全計画課員救出

１名
他

１６：１０ 消防署救急隊がタービン建 ★被災者救助　１０人目
屋１階お手洗の４人目を３号 （タービン建屋１階お手洗
機休憩室にタンカにて救出 　　　　　　　５人中４人目）

１６：１３ 救急車２台目出発（３名搬送） 人活係長 現地にいる人活係員からの
報告により、救急車２台目
の出発を所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

発電所課長 消防署救急隊と協議し、 ※その後事故対策本部の指示により、
タービン係長 現地の当社側窓口となる 事故対策本部から保全計画課長が合流

１６：１８ 所長室員が被災者が１１名で
あることを確認 人活係長 現地にいる人活係員からの

情報により、被災者が１１名
であることを所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１６：２０ 救急車３台目出発（２名搬送） 人活係長 現地にいる人活係員からの
報告により、救急車３台目
の出発を所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

発電所事故対策本部の対応状況 その他発電室の対応状況 所長室の対応状況 発電所各課（室）の対応状況

２次系配管破損事故における被災者救出に係る人の動き



添付資料２ー１２

４／５
日　　時 被災者救出の経緯

１６：２５ 原子炉係長が 原子炉係長 現地にて、被災者１１人全員 事故対策本部
被災者１１名が木内計測の社員 が木内計測の社員であるこ
であることを確認 とを木内計測所長に確認の

うえ報告し、全員の氏名を聞
き取り事故対策本部へ持参

１６：２７ 消防署救急隊８名と機械保修 発電所課長 消防署救急隊８名と協力し、 ※これ以降、順次タービン建屋内全
課員２名がタービン建屋３階 タービン係長 タービン建屋３階の被災者 域の被災者捜索を行い、事故対策
の捜索を開始 捜索を指示 本部へ報告
（耐熱服着用）

機械保修課員 消防署救急隊８名と協力し、
２名 タービン建屋３階の被災者

捜索を行う
１６：３０ 発電室員他がタービン建屋１階 発電室員 タービン建屋１階お手洗の ★被災者救助　１１人目

お手洗の５人目を３号機休憩室 １名 ５人目を３号機休憩室に （タービン建屋１階お手洗
にタンカにて救出 他 タンカにて救出 　　　　　　　５人中５人目）

※確認された１１名の救助が完了

１６：３８ 救急車４台目出発（２名搬送） 人活係長 現地にいる人活係員からの 電気保修課員 被災者に付き添い救急車に
報告により、救急車４台目の １名 同乗
出発を所長室長に報告 →市立敦賀病院へ

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１６：４６ 救急車５台目（２名搬送） 人活係長 現地にいる人活係員からの ※確認された１１名の搬送が完了
および消防署の車（１名搬送） 報告により、救急車５台目と 　 搬送先病院：市立敦賀病院　８名
出発 消防車が出発し、確認された 　 　  ：国立福井病院　３名

１１名の搬送が完了したこと
を所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１７：００ 敦賀美方消防本部通信指令室 放射線管理課長 事故対策本部の 事故対策本部 ※敦賀美方消防本部通信指令室から
からの要請により放射線管理課 指示により課員２名に指示 管理区域外とは聞いているが、念のた
員が市立敦賀病院へ出発 め放射線管理課員を派遣してくれるよ

放射線管理課員 正門に配備してある放管用 う要請を受け、病院側の不安を払拭
２名 器材を持ち市立敦賀病院へ する目的で放射線管理課員を派遣し

出発 た
（持参器材）
・警報付デジタル線量計　　　　１５台
・ＧＭ汚染サーベイメータ　　　　 ２台
・γ線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ　 １台
・ダストサンプラー　　　　　　　　  １台

１７：２５ 放射線管理課員が市立敦賀 放射線管理課員 診療放射線技師の指示によ ※手当を受けた被災者２名に対して病
病院に到着 ２名 り被災者２名のサーベイおよ 院側からサーベイの実施依頼を受け、
サーベイの実施 び救急室等２室ならびに医療 サーベイを実施した。他の被災者６名

器材のサーベイを実施 についてのサーベイは病院にて実施
済み
・１８：２４　サーベイ完了（汚染無し）
・その後、１名は１９：３０、もう１名は
２０：００まで市立敦賀病院にて待機

発電所事故対策本部の対応状況 その他発電室の対応状況 所長室の対応状況 発電所各課（室）の対応状況

２次系配管破損事故における被災者救出に係る人の動き



添付資料２ー１２

５／５
日　　時 被災者救出の経緯

１７：５０ 捜索の結果、タービン建屋１階 タービン係長 捜索の結果、タービン建屋 事故対策本部
２階、３階に被災者がいないこ １階、２階、３階に被災者が
とを確認 いないことを事故対策本部

に報告

１７：５３ チェッカーで待機していた管理 所長室長 管理区域内作業員の退出 放射線管理課長 当社放射線管理課員に管 事故対策本部
区域内作業員１３２名が退出 庶務係長 について、放射線管理課長 理区域内作業員の退出を

・係員 へ連絡 当社放管室員に指示

１８：２７ 消防署救急隊と機械保修課員 発電室員 主蒸気ヘッダ室に被災者が 機械保修課員 主蒸気ヘッダ室に被災者が
他が主蒸気ヘッダ室に被災者 ２名 いないことを確認 ３名 いないことを確認
がいないことを確認
（耐熱服着用） タービン係長 主蒸気ヘッダ室に被災者が 事故対策本部

いないことを事故対策本部
へ報告

１８：３０ 市立敦賀病院に派遣していた 人活係長 市立敦賀病院に派遣してい
頃 若狭支社人活Ｇｒ員からの情報 た若狭支社人活Ｇｒ員から

により、４名の死亡を確認 の情報により、４名が亡くな
られたことを所長室長に報告

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

１８：３２ タービン建屋立入制限解除 タービン係長 タービン建屋立入制限解除 事故対策本部
（消防署による判断） を事故対策本部へ報告

１９：００ 現地の消防隊および当社捜索 庶務係長 現地にいる庶務係員からの タービン係長 捜索終了を事故対策本部
要員が、タービン建屋全域の ・係員 報告により、捜索終了を所 へ報告
捜索を終了 長室長に報告
その他に負傷者がいないことを
確認し、消防本部へ連絡

所長室長 事故対策本部に報告 事故対策本部

その他発電室の対応状況 所長室の対応状況 発電所各課（室）の対応状況 発電所事故対策本部の対応状況

２次系配管破損事故における被災者救出に係る人の動き



添付資料２－１３

（1/2）
被災者の状況時系列

８／９　　　　タービン建屋立入者　１０５名

１５：２２　　「火災報知器動作」警報発信

１５：２２　　「タービン建屋火災発生」の一斉ページング放送を実施

１５：２７　　発電室運転員がタービン建屋２階エレベータ前で被災者１名を発見

１５：２８　　発見した運転員（補機員）→制御員→当直課長→発電室長→所次長および所長室

　　　　　　　に被災者の報告あり

１５：３０　　所長室員が１１９救急通報、救急車を数台要請

　　～３５　　消防署から始めに救急車２台を出動すると回答あり

１５：３０　　所長室員はタービン建屋からの避難指示ページングを断続的に放送

　　～４５

１５：３０頃　各課から救出要員が現地へ急行（看護師２名を含む）

１５：３５　　現地救出要員が被災者の救出を開始

１５：３５　　保全計画係長他がタービン建屋１階お手洗に５名がいることを発見

１５：３５　　保全計画係長他がタービン建屋２階エレベータ前で２名を発見

　　　　　　　階段に最も近い１名を３号機休憩室にタンカにて救出

１５：４０　　電気保修課員他がタービン建屋２階エレベータ前の２人目を３号機休憩室にタン

　　　　　　　カにて救出

１５：４３　　所長室員が１１９救急通報（救急車の追加要請）

１５：４５　　タービン建屋１階お手洗の１人目はタービン建屋外の洗面所に自力で行き、３号

機休憩室に移動した

１５：４５　　タービン建屋１階お手洗の２人目は自力で動くことができ、３号機休憩室に移動

　　　　　　　した

１５：４５　　機械保修課員他がタービン建屋１階お手洗の３人目を３号機休憩室にタンカにて

　　　　　　　救出

１５：４７　　所長室員が１１９救急通報（消防本部より確認のあった被災原因について、蒸気

の可能性が高いことを報告）

１５：５０　　協力会社社員から２階にまだ人がいるとの情報を聞き、機械保修課係長他がター

　　　　　　　ビン建屋２階当該破損配管付近で被災者１人目を３号機休憩室にタンカにて救出

１５：５８　　消防車（救急隊員）到着

１６：００頃　対策本部からタービン建屋内の捜索要員を急行させる

１６：００　　保全計画係長他がタービン建屋２階当該破損配管付近で被災者２人目を３号機休

　　　　　　　憩室にタンカにて救出

１６：００　　救急車１台目が被災者１名を乗せ発電所を出発（１名搬送）

１６：０５　　タービン係長他がタービン建屋２階当該破損配管付近で被災者３人目を３号機休

　　　　　　　憩室にタンカにて救出



添付資料２－１３

（2/2）
１６：１０　　タービン係長他がタービン建屋２階当該破損配管付近で被災者４人目を３号機休

　　　　　　　憩室にタンカにて救出

１６：１０　　消防署救急隊がタービン建屋１階お手洗の４人目を３号機休憩室にタンカにて救

　　　　　　　出

１６：１３　　救急車２台目が被災者３名を乗せ発電所を出発（３名搬送）

１６：１８　　所長室員が被災者が１１名であることを確認

１６：２０　　救急車３台目が被災者２名を乗せ発電所を出発（２名搬送）

１６：２５　　原子炉係長が被災者１１名全てが株式会社木内計測の社員であることを確認

１６：２７　　消防署救急隊８名と機械保修課員２名がタービン建屋３階の捜索を開始(耐火服

　　　　　　　着用)

１６：３０　　発電室員他がタービン建屋１階お手洗の５人目を３号機休憩室にタンカにて救出

１６：３８　　救急車４台目が被災者２名を乗せ発電所を出発（２名搬送）

１６：４６　　救急車５台目が被災者２名を乗せ発電所を出発（２名搬送）および消防署の車が

　　　　　　　被災者１名を乗せ発電所を出発（１名搬送）

　　　　　　　＊確認された１１名の搬送が完了

　　　　　　　（搬送先病院：市立敦賀病院８名、国立福井病院３名）

１７：００　　敦賀美方消防本部通信指令室からの要請により放射線管理課員が市立敦賀病院へ

　　　　　　　出発

１７：２５　　放射線管理課員が市立敦賀病院に到着

　　　　　　　サーベイの実施

１７：５０　　捜索の結果、タービン建屋１階、２階、３階に被災者がいないことを確認

１７：５３　　チェッカーで待機をしていた管理区域内作業員１３２名が退出

１８：２７　　消防署救急隊と機械保修課員他が主蒸気ヘッダ室に被災者がいないことを確認

１８：３０頃　市立敦賀病院に派遣していた若狭支社人活Ｇｒ員からの情報により、４名の死亡

　　　　　　　を確認

１８：３２　　タービン建屋立入制限の解除（消防署による判断）

１９：００　　現地の消防隊および当社捜索要員がタービン建屋全域の捜索を終了

　　　　　　　その他に負傷者がいないことを確認し、消防本部へ連絡



被災者救出に係る問題点の抽出

添付資料　２－１４　（１／２）

日　　時 問題点

●

●

●

１５：２７ 補機員 タービン建屋２階のエレベー
タ前で被災者を発見し制御
員に連絡

（１）被災者救出のための通報連絡
制御員 被災者発見の情報を当直課 消防計画に定められていた通報経路は、

長に報告 「発見者→当直課長→所長室長→消防」
であり、一部異なっている。

当直課長 被災者発見の情報を発電室
長に報告

１５：２８ 発電室長 被災者発見の情報を所次長
および所長室長に報告

１５：３０ 人活係長 １１９に救急通報し、救急車
　 ～３５ ・係員 の出動を数台要請

（初めに２台の出動が決定）

１５：３０ 発電室員 初めに９名が現地へ急行 所長室 初めに５名が事務所から現 機械保修課員 初めに６名が現場へ急行
頃 （途中で中央制御室応援要員 地に急行 保全計画課員 初めに７名が現場へ急行

と救出要員の二手に分かれ、 ※患者輸送車、看護師２名 電気保修課員 初めに４名が現場へ急行
４名が救出にあたった） 含む （２）現場での被災者救出

人命救助という観点から必要な活動である
が、２次災害防止のため、念のための処置と

１５：３５ 所長室長 ページングによる避難放送、 して救出活動にあたる際の注意事項を周知
救急車の出動要請、 しておくべきである。

● 現地への救出要員の出動
● について、事故対策本部に
● 報告
●

●

●

●

１６：１３ 発電所課長 消防署救急隊と協議し、 ※その後事故対策本部の指示により、
タービン係長 現地の当社側窓口となる 事故対策本部から保全計画課長が合流

● （３）消防・救急との連携
● 建屋の構造設備・作業人員把握等が速やか
● に説明できる体制となっていなかった。

対応状況



被災者救出に係る問題点の抽出

添付資料　２－１４　（２／２）

日　　時 問題点

●

●

●

１７：００ 放射線管理課長 事故対策本部の 事故対策本部 ※敦賀美方消防本部通信指令室から （４）医療機関への情報連絡
指示により課員２名に指示 管理区域外とは聞いているが、念のた 管理区域外での災害においても被ばくの

め放射線管理課員を派遣してくれるよ 有無に関する情報を消防だけでなく、受入
放射線管理課員 正門に配備してある放管用 う要請を受け、病院側の不安を払拭 先の医療機関にも連絡する仕組みとなっ

２名 器材を持ち市立敦賀病院へ する目的で放射線管理課員を派遣し ていなかった。
出発 た

（持参器材）
・警報付デジタル線量計　　　　１５台
・ＧＭ汚染サーベイメータ　　　　 ２台
・γ線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ　 １台
・ダストサンプラー　　　　　　　　  １台

放射線管理課員 診療放射線技師の指示によ ※手当を受けた被災者２名に対して病
２名 り被災者２名のサーベイおよ 院側からサーベイの実施依頼を受け、

び救急室等２室ならびに医療 サーベイを実施した。他の被災者６名
器材のサーベイを実施 についてのサーベイは病院にて実施

済み
・１８：２４　サーベイ完了（汚染無し）
・その後、１名は１９：３０、もう１名は
２０：００まで市立敦賀病院にて待機

１７：５０ 捜索の結果、タービン建屋１階
２階、３階に被災者がいないこ

● とを確認
●

●

（５）作業者の安否確認
１８：２７ 消防署救急隊と機械保修課員 作業者の安否確認が直ちに実施できる様な

他が主蒸気ヘッダ室に被災者 仕組みとなっていなかった。
● がいないことを確認
● （耐熱服着用）
●

１９：００ 現地の消防隊および当社捜索
要員が、タービン建屋全域の
捜索を終了
その他に負傷者がいないことを
確認し、消防本部へ連絡

対応状況


